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宮口 侗廸 教授　略歴・業績
1
1946年 8月　富山県細入村（現富山市）にて出生
学　歴
1965年 3月　富山県立富山中部高等学校卒業
1967年 4月　東京大学教養学部理科一類入学
1971年 6月　　同学　理学部地理学科卒業
1971年 7月　　同学　大学院理学系研究科地理学専門課程修士課程入学
1973年 3月　　 同 　修士課程修了（理学修士）
1973年 4月　　 同 　博士課程進学
1976年 3月　　 同 　博士課程単位取得退学
職　歴
1975年 5月　早稲田大学教育学部助手
1978年 4月　　　同　　専任講師
1980年 4月　　　同　　助教授
1985年 4月　　　同　　教授，その後組織変更により教育・総合科学学術院教授
2006年 9月　　　同　　大学院教育学研究科長（2008年まで）
2008年 9月　　　同　　教育・総合科学学術院長（2010年まで）
　 この間，東京大学，京都大学，東京都立大学，お茶の水女子大学，奈良女子大学，静岡大学，金
沢大学，高知大学，駒澤大学，法政大学において非常勤講師を歴任
学　位
1989年 3月　文学博士（駒澤大学）
　学位論文「山村の発展過程に関する地域誌的研究」
業　績
・著書
1998年　地域を活かす―過疎から多自然居住へ―　大明堂
2000年　地域づくり―創造への歩み―　古今書院
2007年　新・地域を活かす―一地理学者の地域づくり論―　原書房
　
本年度定年退職者
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・編著
2010年　若者と地域をつくる―地域づくりインターンに学ぶ学生と農山村の協働―　原書房
・共著
1985年　先端産業と地域社会の融合　清文社
1987年　細入村史通史編　富山県細入村
1989年　高齢化時代と町村自治　全国町村会
1991年　地域を拓き地域を結ぶ　全国町村会
1992年　大衆長寿時代の老い方　ミネルヴァ書房
1993年　地域を担う人材　全国町村会
1996年　地域づくり読本　ぎょうせい
1997年　現代日本の地域変化　古今書院
1997年　小杉町史通史編　富山県小杉町
2004年　散村・小都市群地域の動態と構造　京都大学学術出版会
2004年　国土空間と地域社会　朝倉書店
・監修
1994年　ビジュアル富山百科　富山新聞社
・責任編集
1979～ 1988年　山村研究年報 1巻～ 10巻　五箇山山村研究センター
・論文
1972年　五箇山で考えたこと―動態的山村研究序章―　越飛文化 16号
1975年　わが国の地理学における山村研究について　早稲田大学教育学部学術研究 24号
1976年　 高度成長期における庄川上流地域の就業の実態について　早稲田大学教育学部学術研究　
25号
1977年　山間地域における村落の性格把握についての一試論　富山県地学地理学研究論集 6集
1978年　奥地山村における林業の展開と村落構造　東京大学東洋文化研究所紀要 76冊
1979年　農・山村地理学の課題と展望　地理 24巻 1号
1984年　五箇山生活史の地理学的再検討　富山県地学地理学研究論集 8集
1984年　沖縄久高島の土地と生活　早稲田大学教育学部学術研究 33号
1988年　山村生活の価値と発展の可能性について　地理科学 43巻 3号
1989年　小地域を対象とする地域誌的研究のあり方について　地域学研究 2号
1990年　日常生活の広域化と過疎地域振興　早稲田大学教育学部学術研究 39号
1991年　家族の生産的機能への地域対応　地域開発 319号
1992年　 Socio-economic Change of Isolated Mountain Villages and Vitalization of　Depopulated 
Areas in Japan.  地域学研究 5号（後に Les Dossiers de la Revue de Geographie Alpine 
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1993に収録）
1995年　日本の風景を読む―地理学から人間を考える―　ヒューマンサイエンス 7巻 2号
1998年　社会論的に豊かな農山村の創造に向けて　環境情報科学 28巻 1号
2000年　多自然居住地域の創造への道筋と課題　地域開発 429号
2001年　 New Movements for Sustainable Development of Mountainous Areas in Japan. 地域学研究
14号
・共著論文
1992年　高等学校生徒の地方性に関する研究（第 1報）　早稲田教育評論 6巻 1号
1994年　高等学校生徒の地方性に関する研究（第 2報）　早稲田教育評論 8巻 1号
2011年　過疎地域における廃校舎の活用の実態とその意義　早稲田教育評論 25巻 1号
2013年　過疎地域における高校の存在意義について　早稲田教育評論 28巻 1号
・評論
1992年　地域文化・地域社会の研究者からみた河川　河川 547号
1994年　地域振興から地域づくりへ　土木学会誌 79巻 1号
1995年　交流時代を迎えた農山村　晨 8巻 14号
1998年　新しい全総計画と多自然居住　人と国土 24巻 1号
1999年　地域社会の進化と流域コミュニティ　河川 634号
1999年　空間の価値の再構築と盆地考　季刊河川レビュー 107号
1999年　多自然居住地域の創造　人と国土 25巻 4号
2000年　転換の時代に観光地をつくる人たち　月刊観光 407号
2000年　農山村の歩みと今求められる地域政策のあり方　自治フォーラム 495号
2001年　拡大成長型発展からの転換―多自然居住地域の創造に関連して―　市政 50巻 3号
2002年　地域コミュニティ活性化のための条件　自治フォーラム 511号
2003年　多自然居住地域の創造とスローライフ　自治フォーラム 525号
2003年　農山村の多面的な価値を人間論的に考える　地方議会人 34巻 5号
2004年　日本海文化と風土　人間会議　2004年夏号
2004年　農山村地域の再生　地域政策研究 28号
2007年　農山村の再生と持続のために　ガバナンス 71号
2008年　都市と過疎地域―対極の価値を求めて―　住民行政の窓 329号
2009年　暮らしの場としての小さな農山村の価値　地方議会人 40巻 5号
2010年　過疎法延長の意義とその目指すところ　市政 59巻 4号
2010年　滞在型交流そして Iターンと地域の活性化　地方議会人 41巻 4号
2012年　長期的に見た国土の望ましい姿―特に農山村にかかわって―　人と国土 38巻 3号
2014年　いかに地域に若者を惹きつけるか　地方議会人 45巻 5号
1244
2015年　地域の価値の強力なアピールと実効的な政策を　市政 64巻 7号
2016年　人口減少時代にこそ魅力ある低密度居住地域の実現を　信用金庫 70巻 10号
・公的活動（歴任）
　 国土審議会専門委員，自治大学校講師，文部科学省大学設置・学校法人審議会大学設置分科会専
門委員，農村アメニティコンクール審査委員，国土交通省地域振興アドバイザー，全国地域リー
ダー養成塾主任講師等
・公的活動（現職）
　 総務省過疎問題懇談会座長，富山県景観審議会会長，富山県森林審議会会長，富山市都市計画審
議会会長等
・その他
　2010年 5月　御所における両陛下の私的な懇談会に招かれ，過疎問題について報告
　2013年 2月　参議院共生社会・地域活性化に関する調査会で，過疎地域の価値について意見陳述
